	2008.6.23の映像メディア論へのご質問におこたえして


1. 授業で見た洗剤のCMで、手タレが二人出てきたのはなんの利点があるのですか？ＣＭの手タレ尻タレといったパーツモデルさんは普段の生活を普通におくれるのでしょうか？

撮影の際、あの洗剤をつかって洗い物をしている主婦の「見た目」よりやや下のアングルが欲しかったわけですが、主婦のお腹に穴をあけてカメラを置くわけにはいかないので、手タレの右手さんと左手さんが、片方ずつ出すことで、そのまん中にカメラを置くことができたというわけです。あの番組で「手タレさんは、手が荒れないように、炊事洗濯を一切やらない」といっていたように、普通の生活は、なかなかおくれない、不便な面もあると思います。

2. エックスボックスのＣＭは衝撃的だったが、あのＣＭはエックスボックスの何を表現していたのでしょうか？
CMの後に出てきた字幕“Life is short,play more”＝“人生は短い、もっと遊べ”がメッセージですね。普通なら人生は短いから、有意義に過ごせ、勉強しろ、社会の役に立てという所を、まぁまぁそんなこと言わずに、どうせ短い人生なら、テレビゲームでもして好きに遊べよ、懸命に生きても遊び呆けて生きても、その短さの前には似たようなもんじゃないかと言っているわけです。テレビゲームなんかやって！と怒られるのが普通の親ですが、それに、ちょっと悪態をついた、ちょっと生意気で可愛いい人生論で反駁してみせた、ダークな遊び心が生んだＣＭですね。
3. ＣＭで一番多いのは車のＣＭだと聞きましたが、2番目に多いのはなんですか？
　すみません、業界団体である日本広告音楽制作者連盟（JAM）、日本広告制作協会（OAC） 、日本アド・コンテンツ制作社連盟（JAC）、日本アドバタイザーズ協会（JAA）、全日本広告連盟（JAF））などのサイトや情報大にある図書をざっと探してみたのですが、今のところわからないです。私は一番多いＣＭは洗剤などの家庭用品と聴いた気もします。放送時間帯や対象視聴者層によっても変化するのでしょうが。前期中にわかったら、回答させて頂きます。

4. ＣＭとは何なのでしょう？社会にとって良いものか、害悪なのか？ＣＭに良いといえるものはあるのですか？

　視聴者が、CMという余計なものを見せられるかわりに、面白い、あるいは役にたつコンテンツ（番組）を無料で視聴できるというのがＣＭの仕組みです。そこに、ＣＭを肯定的に考える意見と否定的に捉える意見とがあると思います。
　「膨大な経費を要するCMの広告費は、商品価格に転嫁されて消費者が負担しているわけだし、無駄な消費ないし浪費を煽るものだ。本来の番組がＣＭで中断され、邪魔である。広告主であるスポンサーがテレビの中立性を阻害する可能性が常にある。CMを作り、それを大量に放送できるような巨大な資本を持つ者によって、市場の寡占化がさらに進んでしまう。だからCMは悪である」というような意見が、CMの‘害悪’‘陰’の側面でしょう。
　それに対して、「資本主義国においては、CMが消費者の購買意欲をそそり、消費活動が活性化することでお金の循環が生まれ、その結果、社会全体も個人も豊かになる。CMが人々に対して、“消費生活を享受することで楽しく有意義な人生を送ることができますよ”というライフモデルを示してくれるから、社会の活力や未来への希望（ないし幻想）が生まれ、社会の安定や発展がもたらされる。そんな消費生活を支えるための勤勉さが肯定・賛美されることで、いわば道徳心や向上心すら、現代人はCMによって教育されていると言える。」といった見方もできます。
　楽しいCMが日常生活の一服の清涼剤になるという役割もあるでしょうし、劇映画なみの予算と技術でしっかり撮られたＣＭには十分な芸術性があり、そんな楽しく美しい短編映像を繰り返し観ることで、ある種の情操教育的な効果もあるかもしれません。さらにはCMが世相を反映し社会を記録するといった文化在的価値も認められるところです。

　また、膨大な費用を投じてCMを発信することでのできる大企業が、資本面でメディアの生命線を握っていることにはたしかに問題ですが、そうやって民間のテレビ放送局が商売として成り立つ経営基盤がCMによって確保され、その結果として社会全体のメディア活動や報道活動が維持・発達できるのだとすれば、大きな意味では国民全体のプラスだという見方もできるでしょう。すくなくとも国家がメディアを独占している状態よりは、CMという商業的構造に縛られながらも、政府の規制からある程度自由な民間のメディア活動を可能としている社会のほうが、より民主的とも言えるわけです。またＣＭの費用は、工場や流通過程を作ることに比べれば少額であり、新しい企業が新商品の魅力を訴えてマインドシェアを獲得すれば、旧い企業のシェア寡占状態をひっくり返すこともできます。つまり資本の力よりも、情報やアイデアの力によって適正な企業間競争がもたらされ、それによって商品やサービスの改善・開発もたらされる-それがCMの力によるものだ-とも言えるわけです。このように考えてくると、「CMとは資本主義社会の必要悪にして推進力であり、その仕組みを使いこなす賢さこそが、我々には求められているのだ。」と言えでしょう。
　こうやって見てくると、どういうCMが良いとか悪いとかいうことも、一口では何ともいえません。CMの良い面・悪い面双方の観点においてバランスのとれた適正な広告活動・企業活動であれば、それ自体が‘悪い’とは言えないでしょう。公共広告は良いがサラ金のCMは悪いというような、そんな単純なものでもない気がします。すなわち、CMの善し悪しを決めるのは視聴者であり、ここにメディア・リテラシーを学ぶ意味があるのです。
5. 体調不良で欠席し、『小さな留学生』または『汝の敵日本を知れ』が見られませんでした。どうしたらいいですか？
　図書館のAVコーナーでVHSで見られるようにしておきますので、図書館のカウンターで係の人に、その旨申し出て下さい。
